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多くの国でそうであるように、2020 年は米国の飲食業界にとっても最も困難な年と

言われており、2020 年３月以降ニューヨーク市内でも 1,000 店舗以上が閉鎖という苦

境に立たされています。それに伴い、酒類売上は減少し、米国の酒類業界もダメージ

を受けています。 

その一方、巣ごもり需要から、米国における酒類消費量自体は伸びているとの調査

結果もあり、米国の「世界一の経済規模」や「継続的な人口の増加」、更には「世界

有数の酒類消費国」といった事実に鑑みると、米国が酒類販売において魅力的な国で

あることに変わりはありません。 

また、当地の状況としても、バイデン大統領が４月末時点での成人のワクチン接種

目標を２億回に引き上げると発表し、レストランの段階的な営業再開やデリバリービ

ジネスの継続的な発展が期待される等、飲食業界・酒類業界にも明るい兆しが見えて

います。 

そこで本稿では、コロナ禍の影響を踏まえた米国における酒類販売の今について、

「ニューヨーク・日本酒」を一例にお届けします。 

 

１．米国酒類販売の基本情報 

(1) 日本からの酒類の輸出状況 

昨今の海外から見た日本産酒類は、国際的なコンクールで受賞する等、世界的に

評価が高まっている。日本産の酒類全体としては、輸出額ベースで 2019 年まで８

年連続で過去最高を更新しており、輸出先の国としては、米国が最大の輸出相手国

となっている。品目別で最も金額が大きいのは清酒であり、10 年連続で過去最高を

更新している。また、ここでも米国が最大の輸出相手国となっている。 
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こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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